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ワクチンの有効性を評価すると・・・
　2019 年 12 月中国から始まった新型コロナウイルス
感染について 2020 年 1 月 3 日に日本での初発感染者
が武漢滞在中に発症、1 月 6 日帰国後受診、15 日診断
が確定されて以降、2024 年 4 月 20 日までに、日本で
の感染者数は延べ 3000 万人台と推定される。政府デー
タとして正確に追える 2021 年 1 月 1 日から 2022 年 5
月 5 日までの新規患者数は 7450401 人。2023 年５月
には新型コロナウイルス感染は 2 類感染相当から 5 類
相当となり以後感染者数は COVID19 定点医療機関か
らの週次報告、重症者は G-MIS 医療機関からの週次
報告、死亡数は各都道府県からの月次報告となった。

　2024 年６月に入り、沖縄を中心に感染者数は増加傾
向にあるが、本稿では２類相当であった 2023 年５月
８日までの新型コロナ騒動の中で、実はコロナワクチ
ンで市民の側が多大な被害を被った点が多かったこと
を指摘したい。
　コロナワクチンの評価は２つの観点から評価する必
要があると思っています。
　一つはワクチンの有効性の評価という観点から。ワ
クチンを推進する施政者の側はワクチン接種後の感染
者数がむしろ多いのではないかというリスクについて

は評価を避けています。一方でワクチンによって感染
を予防できると重症化予防効果をずっと強調してきま
した。予測ワクチン接種数の多さを強調しながら、言
外にベネフィットの大きさを指摘してきました。
　ところが接種回数が増えるほどに新型コロナ感染者
数が増加してきたというデータがイスラエルやイギリ
スで出てきました。日本はこういうデータを中々、出
さないのですが、外面がいい国なので、one world in 
data にはちゃんとした日本のデータも出しています。
　それによると日本はワクチン接種回数が増えるたび
に感染者数が増えているというデータを世界に向けて
発信しています。そういうのを見ても日本ではワクチ
ンの接種が増えてからコロナの被害が増えています。
日本の論理は破綻しているのです。

　2020 年７月のアドバイザリーボードでは、予防接種
の予防接種の被害状況の審議会を月に１、２回のペー
スで始めています。
　第 90 回のアドバイザリーボードで国立感染症研究
所の鈴木基さん、京大の西浦さん、北大の押谷先生な
どこれらの人たちが、オミクロンの流行を理由にはあ
げているのですが、実はこの人たちが何を言っている
かというと、ワクチン効果の評価に接種回数はあてに
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ならないという結論を発表しています。要するに日
本が業者から購入した数、どれだけ接種したかも曖
昧なままで接種回数を垂れ流しにして、その中でワ
クチンの効果が出ていると発表していたのですが、
それを当てにしてはならないよ、と彼ら自身から結
論づけています。
　これを発表した鈴木基氏は、この前年 2021 年に「全
死亡超過死亡の発生と新型コロナワクチン接種数の
関係」と題して厚生科学審議会でワクチン被害を否
定した人ではあります。それが 1 年経った頃、総括
なしにぽろっと「効果はない」と言っているわけです。
これが専門家の一つの属性ですね。

　世界的に見てもワクチンの有効性には陰りが見え
てきて、2021 年頃からワクチン接種を止めだしてい
ます。ＵＫやイスラエル、デンマーク、この辺りが
一番初めに止めた国ですね。
　
　二点目は安全性という評価であり、本稿での主題
でもあって、最も強調すべき点は、今までのワクチ
ンに類を見ない接種後の死亡者被害のデータが明ら
かになり、これがどんどん増加しているということ
です。
　この過程は現在でも隠されていることが多く、こ
れを明らかにしてワクチン接種との関連を明らかに
することが本論の目的でもある。

　分析の対象をどの辺に置いたか。
　日本では 2021 年 2 月 17 日にワクチン接種が開始
されています。2 月 25 日までに 3 名の接種後死亡報
告があり、26 日の第 52 回厚生科学審議会（予防接種・
ワクチン分科会副反応検討部会）に報告されて以降、
2024 年 4 月の第 101 回厚生科学審議会までにワクチ
ン製造業者と接種医療機関から審議会に提出されて
いる死亡者のデータ、死亡被害関係者が自治体を通
じて提出した死亡被害申請データと、それに対して
アドバイザリーボードが公表した「α、β、γ、空欄」
という専門家評価の妥当性を比較、分析をしました。
　いつ死亡したか、性別、年齢、どんな状態だった
のかが分かります。ダブりも分かります。かなり正
確だと思われます。

　分析方法としては、　2014 年以降の基幹統計であ
る人口動態統計の「年次別年齢群別人口死亡数」と、

「簡単死因別年齢別死亡数」を用いて、新型コロナワ
クチン接種開始前の 2014 年から 2019 年を対象とし
た 2020 年から 23 年の死亡率の比較対照分析です。
　2019 年までは、一応、新型コロナは日本には入っ

てきていない、2020 年 1 月以降に入ってきたことに
なっています。この二つを比較分析しています。24
年分がまだ発表されていません。
　分析結果ですが、2024 年の第 101 回審議会データ
までのワクチン接種後の死亡件数報告から 2020 人の
データを確定させました。（39 歳以下 116 例、40 ―
64 歳 291 例、65 ― 79 歳 587 例、80 歳以上 1007 例、
年齢不明 19 例）
　ファイザーのワクチンを打った後、死亡したとい
うデータが 2807 件　モデルナからは 300 件、両方含
めると 3000 件　報告があったのですが、それをこの
データベースとかち合わせてみると、2020 件まで絞
り込むことができました。

　こういうデータを作るときには一応、男の人と女
の人では違う。あるいは年齢。10 歳の人の死亡と 80
最上の人の死亡は全く違うわけですから、年齢や性
差は別個にしなくてはいけません。そのためには何
をしなくてはいけないかというとここにあるように
年齢群でわけたもので分析する、だから 39 歳以下と
40 歳から 64 歳、65 歳から 79 歳、80 歳以上と 4 つ
に分けてこういうふうな分け方は普通です。４群に
分けて評価する。2020 例ですね。

　これが年齢群推定発症日別死亡
率です（図１）。
　死亡した人が 2020 人います。そ
れらの人が接種してからどれくら
いの日時で死亡したのかを表して
います。２回目の接種をしてから
２年後に亡くなりました、そういう人も入っていま
す。
　そういう人だとワクチンのせいかどうか、分から
ないからできるだけ分かるようにするために１週
間以内に亡くなった人を一つの目安にしています。
2020 名のうちの全てが１週間以内に死亡したわけで
はありません。
　この図は死亡した日ではなくて発症日です。接種
して即日悪くなって、その日のうちに亡くなった
人、接種した日に熱が出ましたその後３日目に亡く
なった人も当日に亡くなったとしています。だから
接種した日に死亡した人は７％ですかね。一日目か
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ら４８時間以内で死亡した人が 20％です。二日目が
10％。7 日目まで、7 日以上、不明な人がそれぞれ
１/ ３となります。全体で 2020 人ですからそれぞれ
700 人ずつですね。　　
　1 週間以内に亡くなった人はワクチンで亡くなった
と考えられます。やっぱり非常に多くの人がワクチ
ンで亡くなったと言えます。

　これはですね、解剖の率です（図２）。全死亡者数
　2021 年の 4 月から 2024 年 1 月までの審議会で出
されたデータの中での 2020 例。その中で 30 歳以下
が 116、40 ～ 64 歳までが 291 例、65 歳から 79 歳が
587 例、80 歳以上が 1007 例、年齢が分からないのが
19 例です。その中で剖検したのは 30 歳以下で 43％。
年齢が上がるほど、解剖する例は少なくなります。
　僕は前勤めていた病院で救急救命センターの長を
やっていたのですが、亡くなる寸前の方が担ぎ込ま
れてきます。心臓が止まって方とか、そんな方が 200
名以上おったと思います。その中で解剖する人は非
常に少ないです。何でかというとお年寄りの人が多
くて、若い人でも剖検はそんなに多くはありません。
全国では年間 10 万人はいると思いますが、その中で
剖検する例は極めて少ないです。１％もいかないと
思います。
　ワクチン接種後の死亡で 39 歳以下の人は 43％も解
剖しているのはおかしなことです。如何に予測を超
えたワクチンだったのかということが言えると思い
ます。40 歳から 64 歳でも 22％解剖しています。80
歳以上の人でも 4％の人が解剖しています。これは、
100 歳を超えた人を解剖するのは非常にまれなんです
けど、もちろんおかしなことがあるから解剖するの
です。
　解剖では、普通、僕らのところでやる病理解剖、
もう一つは、行政解剖、司法解剖というのがあります。
怪しいやつですね。これは何か事故があったんちゃ
うか？　あるいは病院の過失と違うか？　そういう
ことを含めた解剖を行政解剖、司法解剖と言います。
もう一つあるのがまだ生きているけど、もう駄目だ
ろうという人、何か、治療法がないかと、部分的に
お腹を開けてみたりする解剖もあります。

　警察が不審死の人を連れてきて、検視をしてくれ
というのもあります。ケンシにも二つあります。検
視と検死です。死亡の方をみるのは警察の仕事です。
検死は僕らがやる解剖です。検視は含めていません。
そんな中でこの割合は、コロナ、ワクチンが如何に
異常でであるかを示していると思います。コロナは
異常です。　

ワクチントーク　7月 2日
山本さん医問研ニュース 6月号より　分析結果：
　まず 2024 年 4 月の第 101 回審議会データまでの
ワクチン接種後の死亡件数報告から 2020 人のデータ
ベースを確定させた（39歳以下116例、40-64歳291例、
65-79 歳 587 例、80 歳以上 1007 例、年齢不明 19 例）。

（図 1）にこの 2020 例について、接種から死亡原因と
推定される症状出現までの推定日数を示した。接種
当日発熱、翌日接種会場でなくなっているのが確認
された例など、接種 1 日後の死亡がピークであった。
　
　接種一週間以内の症状出現の多さは、他原因の紛
れ込みでなく、ワクチン接種が死因であることを強
く示唆する。（図 2）に解剖例数を示す。39 歳以下で
医療機関に運ばれ死亡が確認された人の 43% が解剖
されているなど、驚くべき数字であり、いかに死亡
が突発的な事態であったことがわかる。

（表１）これが専門家の評価　

27歳「急性心筋炎」疑い例の紹介
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　（表 1）に解剖例で明らかな心筋炎死亡例であるの
に、捻じ曲げて評価不能のγとされた例を示した。
専門家はいつの間にか 2023 年 10 月の評価で 7 月と
同様の評価を掲載していたものを、いつの間にか空
欄としていた。ここで明らかなのは、剖検例を無視
しようという専門家の思惑と、接種から症状出現ま
での時間をごまかし、ワクチンが原因であることを
隠そうとする傾向についてである。

　（表 2）に 10 代で接種後亡くなった 6 例を示す。こ
れ以降は分析対象、分析方法に示したように、死因
簡単分類表に基づく年齢群別各疾患についての分析
結果を示した。

　（表 3）に死亡簡単分類表について、循環器系の疾患、
精神及び行動の障害、疾病及び死亡の外因の大項目
について簡単にまとめた。

　（表 4）には、死因簡単分類でなく、ICD-10 に基
づく主として「循環器系疾患」についての群間比較
を行った。全死亡について見ると、例えば 2014-19
年の人口 10.0-10.9 人 /1000 人に対し 2020-22 年は
11.5-12.6 人 /1000 人と明らかに 2020 年以降で高いこ
とがわかる。このほか、多くの死因に関して同様の
プロセスで両群の比較対照研究が可能であり 2014 年
― 19 年を対照にした 2020-23 年は少なくとも「総死
亡」、「心停止」、循環器疾患による死亡の中の「その
他の心疾患」死亡率が優位に 2014-19 年に比べて高
かった。
　ICD-10 をここで紹介したのは、現在のところ
2014-16 年の死因簡単分類表に基づく年齢群別比較
データが見いだせなかったからである。

（表 2）第 78 回

審議会発表症例

10代の死亡報告

（表３）

死因簡単分類表

より抜粋

（表5）傷病及び死亡の外因

（表6）自殺、その他の原因
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　（表 5）、（表 6）にその他いくつかの死因に対する
主として 39 歳以下の 2020-23 年の死亡が明らかに多
いことが示されている。結論；接種後 1 日を頂点と
した１週間以内の死亡者の多さ、剖検率の高さ、比
較対象研究の分析結果から、新型コロナワクチン接
種後の死亡率の高さは、ワクチンによる可能性が高
いと推定できる。したがって、コロナワクチン騒動
については、実はコロナワクチンで市民の側が多大
な被害を被ったことが原因だった可能性が高いとい
う点を指摘したい。 （やまもと　ひでひこ）
 （2024 年 7 月 2 日　たねまき会より）

　甲田光雄生誕百年のライングループより転送しま
す。

　レプリコン治験に参加した 3 名の方からの情報提
供です。元動画から文字起こししました。拡散をお
願いします。
 小宮勇介（兵庫県三田市在住　有機農家）

レプリコン治験に参加した人より
＊ 1 人目
　私はレプリコンの治験をした者です。詳しく話す
と契約違反になるのですが、皆さんに知ってほしい
と思い送ります。私も含め仕事がない仲間何人かで
受けましたが、1 人は倒れて今歩けない状況、私は働
けはしますがとにかく病気にかかりやすい状態にな
りました。そしてもう 1 人は亡くなっています。少
量で全く問題がないと言われましたが、1 週間苦しみ、
もう終わってしまうと思いました。コロナワクチン
より辛かったです。慌てて断食をしたり、運動をし
たり、イベルメクチンを飲むなど少ない知識で対応
しています。その後、一緒に住む恋人が倒れ同じ症
状になりました。よって、伝播しないというのは嘘
です。打って痛みが少ないっていうのも嘘だと思い
ます。単純に兵器だと思います。受けた者からする
と絶対にやめてほしい。イベルメクチンは僕の場合
は効きました。高齢者はかなりの人数が亡くなると
思います。亡くなったのは 5 人ではないし、死因は
違う病気だと言われています。

＊ 2 人目
　前に治験を受けた人がいましたが、私も実は受け
ました。詳しく話すと違約になるので話せないし、

動画には使えないと思います。前に言っていた人が
ほぼその通りで、亡くなったのは 5 人ではないと思
います。関連性は認められなかったと言われたと治
験した方に聞きました。私は初日で 「大丈夫、よかっ
た」と思ったのですが、お風呂に入った時に突然め
まいがして、お風呂から布団に行くまで「もう終わっ
た」と思うほど辛かったです。熱が反応したのでしょ
うか。母を呼んで助けられましたが、母も 1 日置い
てから同じように具合が悪くなり、病院に行き検査
を受け、風邪の診断になりました。風邪でこんなに
息ができず、心臓がバクバクして疱疹が沢山できて、
本当にこれはお年寄りの体力では耐えられない人が
多いと思います。

＊ 3 人目
　熊本で治験を受けました。契約上言えないことが
あるので伏せてお願いします。コロナワクチンを 3
回してる人のみ可能で、病院に行けば途中経過を聞
かれ、1回につき1万円もらえます。接種は1回だけで、
私の場合は接種した後に 3 回ほど嘔吐、仕事には行
けず、その後は大丈夫です。前のと違うのは繰り返
し具合が悪くなること。一緒に暮らす母親にも同じ
だるさ、嘔吐、発熱の症 状がでました。私は力仕事
をしているので体力にはかなり自信があるのですが、
仮に 65 歳以上の 老人が接種したら、本当に終わるん
じゃないかな ? と思いました。信じていただくため
に書きますが、( クリニック名 ) で、1 回行く度に 1
万円もらえ、計 5 万円いただきました。

　厚生労働省は国民に新型コロナ、ワクチンについ
ての情報を正確につたえてきたのでしょうか。今、
私たちは自分から情報をとりに行く時代に生きてい
ます。
 （しかたさとし）
 
 

　コンシューマネット・ジャパンではワクチントーク全国と

共に四半世紀に渡り毎年「ワクチントーク全国」集会を開催

しています。

　今年は 2024 年 10 月 13 日、午後 1時から東京神保町の日

本教育会館で開催いたします。

　コロナ禍 4年間の総括となり、今後の予防接種をどうする

かを考える充実した内容とする予定です。

Zoomでの開催も致しますので、奮ってご参加ください。

	 （コンシューマーネット・ジャパン）

10 月１日からレプリコンワクチン接種が
始まります

ワクチントーク全国集会2024
コロナワクチンを疑う　副反応救済への道
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お問い合わせ・お申し込みは―
　〒 606-8186　　	 	 	 　　　
　京都市左京区一条寺南大丸町９-203	 　　　　
　電話・FAX　075（406）7791	　携帯 090（5642）2308
　E-mail　shikatasatoshi@gmail.com	 　　　　	 　
　
　

　入金先
　ゆうちょ銀行　郵便振替口座　０１０８０－６－４２１５１

　（当座　一〇九店　４２１５１）
　三菱UFJ 銀行出町支店（普通）４００８０４７	
　名義　ロシナンテ社　　　　	 　
　
　

＊コンシューマネット・ジャパンでは昨年 11月サイバー
攻撃によりHPがダウンしています。これまでのものは
アーカイブでご覧いただけます。
https://web.archive.org/web/20231129211249/
https://consumernet.jp/

【紙冊子版】
コロナ禍とワクチン
見捨てられる被害者

「はじめに」より―
　このブックレットはコロナ禍、そして
ワクチン接種を考え直すものとしてまと
めました。
　医療現場の医師として「全国有志医師
の会」「ワクチン問題研究会」の藤沢明徳
さん、児玉慎一郎さん。
　長年、予防接種問題に市民運動の立場
からかかわってきた古賀真子さん。
　そして新型コロナワクチン被害者の救
済に尽力し、被害者を集団訴訟に導いた
鵜川和久さんの原稿を掲載したものです。

　少しでも私たちの足元を見つめ直す
きっかけになれば幸いです。
　　　　ロシナンテ社　しかた　さとし
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